
①都市計画道路見直しの背景〔本編P2〕

都市計画道路網見直し方針（概要）

・五條市の都市計画道路は、総延長46.37kmあり、整備済延
長（概成済含む）は19.82kmで整備率は43%となっている。

・奈良県の平均値54.5%より低い値となっており、未着手の
都市計画道路のほとんどが昭和29年～40年の計画。

・計画決定当時とは社会経済状況や交通の状況等が大きく異
なっており、必要とされる機能についても変化しているこ
とが考えられる。

・京奈和自動車道の開通や、市役所の移 転など、本市の都
市計画道路を取り巻く状況が大きく変化しており、今後真
に必要な都市計画道路とは何かを見直す必要がある。

②見直し案の検討手順〔本編P4～P5〕

③見直し検討対象路線の概要〔本編P6～P8〕

都市計画道路の見直しにあたっては、奈良県策定の「奈良県
都市計画道路の見直しガイドライン」に基づき、本市におけ
る都市計画道路が現時点で担うべき機能を明確にしたうえで、
整備の必要性を検証し、存続や廃止等の都市計画道路の見直
し案を検討。

見直し案の検討対象路線は、五條市内の都市計画道路のうち「市が見直しを行う整備未着手区間を有する」路線とし、15路線中、広域幹線
道路、全線改良済みの路線及び県見直し対象路線の11路線を除外した、4路線を見直し検討対象路線とする。

⑥パブリックコメントの実施

・実施期間：令和６年１０月２９日～１１月２９日
・公表方法：市ホームページに掲載
・閲覧場所：まちづくり推進課、西吉野支所及び大塔支所

・実施結果：市民等からの『意見なし』

⑦今回の見直し方針結果

今回の見直し方針結果：すべての見直し対象路線・区間おいて
廃止とする路線・区間はない

除外:広域幹線道路(3路線)

1.3.1 京奈和自動車道(御所道路)
1.4.2 京奈和自動車道(五條道路)
3.4.2 橿原五條線

除外:全線改良済みの路線(6路線)

3.4.964 五條北部幹線
3.4.965 西佐味中之線
3.4.966 富田林五條線
3.4.967 岡釜窪線
3.4.968 居伝西河内線
3.6.960 川端線

除外:県が見直しを行う路線（2路線）

3.4.963 五條駅前線
3.5.960 大川橋線

見直し案の検討対象路線・区間(4路線9区間)

3.4.960 五條荒坂線 【 ①-1～①-4 】
3.4.961 鉄北線 【 ⑤-1,⑤-2 】
3.4.962 野原中央線 【 ⑥-1,⑥-2 】
3.5.961 南出線 【 ④-1 】

五條市内に区間を有する都市計画道路(15路線)
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④見直し対象都市計画道路網の検証・評価

1）必要性の検証及び代替性の考え方 ※ 検証内容は別紙参照

・「自動車の交通機能の観点」「歩行者等の交通機能の観点」「五
條市のまちづくり計画との整合性の観点」からみた各路線・区間
の必要性の検証を行う。

⇒必要性の検証結果：すべての対象路線において
『廃止とする路線・区間はない』

2）代替性の検証 ※ 検証内容は別紙参照

・必要性の検証において必要性が認められる路線・区間を対象路
線・区間とし、必要性が認められる該当項目に対して検証する。

・代替する手段が存在する（機能代替を果たしている）場合、その
路線・区間を廃止候補とする。

・必要性が認められたいずれかの該当項目に対し、代替する手段が
存在しない（機能代替を果たさない）場合は、その路線・区間を
存続とする。

⇒代替性の検証結果：すべての対象路線・区間で代替性
が認められない項目があったため
『廃止とする路線・区間はない』

〔本編P9,P11/必要性の検証：本編P14～P41/代替性の検証：本編P43～P47〕
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⑤都市計画道路網の見直し案〔本編P52〕

総合的な評価による見直しの方向性：
廃止とする路線・区間はない
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必要性の検証結果および代替性の検証結果〔本編P47〕

別紙

左〇：必要性の検証結果、右〇/―：代替性の検証結果

（必要性の検証項目）
・「令和5年度第1回奈良県渋滞対策協議会」が指定する「主
要渋滞箇所」が現道や近接して並走する道路にある路線・
区間

・円滑な通行への効果が高い路線・区間
【円滑な通行への効果が高い路線】
現道や近接して並走する道路が1車線の場合：交通量調査、
もしくは令和3年道路交通センサスでの交通量500台/日以上
現道や近接して並走する道路が2車線の場合：

混雑度が1.25以上
（代替性の考え方）
当該路線・区間の整備以外に、現道や近接して並走する道路
で自動車交通の円滑性の向上に寄与する対策が実施済みや実
施中、もしくは計画されている場合は、機能代替を果たすも
のとする。

（必要性の検証項目）
・「大和都市計画及び吉野三町都市計画都市計画
区域の整備、開発及び保全の方針(令和4年5
月)」で地域連携軸、「五條市都市計画マス
タープラン（令和3年3月）」で広域交流軸、地
域交流軸、「五條中心市街地地区まちづくり基
本計画（令和4年4月）」などまちづくり関連計
画で位置付けられている事業に関連する路線・
区間

（代替性の考え方）
現道や近接して並走する道路が2車線以上確保さ
れている場合は、機能代替を果たすものとする。

（必要性の検証項目）
・「五條市立地適正化計画（平成30年3月）」に
おいて歩行者の通行が多いと考えられる都市機
能誘導区域に存ずる路線・区間

・バス路線やバス停が現道に位置付けがある路
線・区間

・バリアフリー新法に基づき定められた「特定道
路」や「生活関連経路」の位置付けがある路
線・区間

（代替性の考え方）
現道や近接して並走する道路に歩道が設けられて
いる場合は、機能代替を果たすものとする。
現道内で道路移動等円滑化基準に適合した歩道幅
員が確保されている場合は、現道が機能代替を果
たすものとする。

（必要性の検証項目）
・「五條市都市計画マスタープラン（令和3年3月）」で交
通ネットワーク・機能の充実として災害時や火災時など
に安全な生活を支える道路網（幹線道路）の位置付けが
ある路線・区間

（代替性の考え方）
当該道路に求められる機能が現道で確保されている場合は、
機能代替を果たすものとする。


